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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：平成30年1月9日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：大熊長官官房総務課長 他 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから原子力規制庁の定例ブリーフィ

ングを始めます。 

○大熊総務課長 本日が今年に入りまして初めてのブリーフィングということになります。

皆様、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

  それでは、私から、お手元の広報日程に基づきまして補足の説明を申し上げます。 

  まず、1.、（1）第58回の原子力規制委員会が明日1月10日に開催されます。議題は3

件を予定しております。 

  まず、議題1「国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所（STACY（定

常臨界実験装置）施設等の変更）の原子炉設置変更許可に関する原子力委員会及び文部

科学大臣への意見聴取結果と今後の対応について」。こちらにつきましては、このSTACY

原子炉施設の設置変更許可に関しまして、原子力委員会に対する意見聴取を行い、それ

に対する回答が昨年末12月26日付であったところでございます。これを受けた今後の対

応について、委員会において審議をいただくというものでございます。 

  続きまして、議題2「志賀原子力発電所における原子炉建屋内への雨水流入に係る北陸

電力の原因分析結果及び再発防止対策について」。こちらは平成28年9月に発生いたし

ました志賀発電所におきます原子炉建屋内への雨水流入の事象につきまして、北陸電力

から原因分析結果及び再発防止対策に係る報告書が提出されましたところ、今般、この

報告書の評価の結果及び今後の対応につきまして、委員会に報告をするというものでご

ざいます。 

  続きまして、議題3「現行の検査制度の運用における新たな検査制度の考え方等の活用

について」。こちらは昨年11月の委員会におきまして保安検査の状況を報告いたしまし

た際に、現在検討中の新たな検査制度を踏まえまして、現行の検査制度の実施において

も運用上活用できるものは取り入れるということを検討するようにという指示があっ

たところでございます。この指示を受けまして、今後の対応方針について取りまとめま

したので、委員会に報告をするというものでございます。 

  続きまして、同じく1ページ目、2.、1月12日の審査会合が予定されておりますが、議

題の詳細は未定でございます。詳細が固まり次第、御連絡をさせていただきます。 

  続きまして、2ページ目、3.の視察でございます。更田委員長の福島県内市町などへの
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訪問が1月11日～13日に予定されておりますが、その日程上、一部変更がございました

ので、お知らせをいたします。 

  訪問先といたしまして、浪江町につきまして、先方からの申し出によりまして訪問を

行わないということになりましたので、お知らせをする次第でございます。 

  私からは以上でございます。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 皆様からの質問をお受けします。いつものとおり、所属と名前をおっしゃってか

ら質問の方をお願いいたします。 

  それでは、質問のある方は手を挙げてください。ワタナベさん、どうぞ。 

○記者 時事通信のワタナベです。よろしくお願いいたします。 

  1.の明日の原子力規制委員会の関係なのですけれども、議題1のSTACYについて、原子

力委員会は、プルトニウムの貯蔵が、その方針が決まっていないものは、決まるまでは

補正が出るまでは許可しない方がいいというような、そういうような趣旨の答申をして

いたかと思うのですけれども、JAEA側からは今日までに補正などが出たりはしています

でしょうか。 

○大熊総務課長 今お話がございましたように、原子力委員会からの意見照会の回答にお

きまして、原子力規制委員会の判断は妥当であるとしつつ、申請書は誤解を生じさせる

おそれがあるので、補正が提出されるまで許可の判断を保留することを期待すると、概

略そうした意見があったのは、今お話があったとおりでございます。 

  今、御質問の点にお答えすると、JAEAからこれについての補正等の提出はこれまでご

ざいません。こうした意見照会の回答を受けて、今後、委員会としてどのように対応す

るかを主に議論するということが明日の議題ということでございます。 

○記者 ありがとうございます。 

 

○司会 ほか、御質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。シゲタさん。 

○記者 NHK、シゲタです。 

  2点お伺いしたいのですが、まず1点目が、先ほどの続きでSTACYの話なのですけれども、

これはこの状態で許可できるものなのかどうか、率直にお伺いしてもよろしいでしょう

か。 

○大熊総務課長 できるかどうかを含めて、明日、委員会で議論すると御理解いただけれ

ばと思います。 

○記者 関連して、済みません。明日、JAEAの担当者を呼ぶことというのはあるのでしょ

うか。 

○大熊総務課長 こちらはJAEAではなくて、原子力委員会への意見照会の回答についての

議論になりますので、事務方でございますけれども、原子力委員会の担当事務局の職員
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に説明者としての出席をいただくという予定になっております。質問にお答えすると、

JAEAからの出席はございません。 

○記者 分かりました。 

  あともう一点、別件なのですが、2枚目の更田委員長の訪問の件なのですけれども、浪

江から断られた具体的な理由というのをお伺いしてもよろしいでしょうか。 

○大熊総務課長 先方の体調の問題であると伺っております。 

 

○司会 ほか、御質問のある方はいらっしゃいますか。よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上とさせていただきます。お疲れさまでした。 

 

－了－ 


